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鉄ニクタイド化合物における反強磁性秩序が安定化する機構と，構造相転移との関係についてはい

まだ議論がなされている.我々はこの問題の解決を目指し， 122系化合物であるBa(Fel-xCox)2As2

(x = 0，0.045，0.06)において，常磁性・正方晶相での低エネルギー磁気ゆらぎの面内異方性を中性

子散乱法により測定した.原研ISSP-GPTASおよびORNLHB-1を用い，Q = (1/2 1/2 O)tet， nω 

= 10 meVにおいて Qに平行な方向と横断方向それぞれについて磁気ゆらぎピークの幅を測定し

た.分解能を考慮してピーク幅を見積もったところ，どの試料においても，Q ~こ平行な方向に比

べ横断方向に広がりがみられた(図 1).この平行方向と横断方向の幅の比(異方性)は，母物質よ

りも，反強磁性・構造相転移の抑制された Coドープ物質 (x= 0.045， 0.06)において強くみられ

る.また温度上昇によりピーク幅は広がるものの，異方性には大きな変化は見られない.さらに

母物質において Q= (3/2 3/2 O)tet， nω=  28 meVにて同様の測定を行なったところ，nω=  10 

meVに比べ異方性が強く生じていることを確認した.これらの特徴は ネマチック相の顕れと考

えられている YBa2Cu3U6必における磁気ゆらぎの異方性[1]の特徴とは異なっている.一方でこ

の特徴は， Coドープによるフェルミ面のゆがみを反映しているという考え方[討を妨げない.
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図 1:Q = (1/2 1/2 O)tet， nω=  10meV周辺での磁気ゆらぎピーク幅の温度依存性.
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